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子ども手当

2月は支給月です

子ども手当が、2月15日（火）
に受給者の皆さんの金融機関
口座に振り込まれます。
今回の支給は、平成 22 年
10 月から平成 23 年１月まで
の 4カ月分です。
平成 22 年 10 月以降に新し
く認定された人は、認定の請
求を行った月の翌月から 23 年
1 月までの分です。
問子育て支援課　☎ 63-1417

「荒高げんきもりもりレース」を開催します

ご声援とご協力をお願いします

荒尾高校生の 1年生、2年生 235 人が、荒尾市内約 20km を協力し合っ
て歩きとおします。
荒尾市民の皆さんのご声援と、安全なレースへのご協力をどうぞよろ
しくお願いします。
●コースと日程
荒尾高校（午前 9 時 30 分出発）→水道局前→山の手交差点→マミー
ズ前交差点→自転車道路を北上→消防署前→競馬場前→海岸線を南下→
国道 501 号線踏切交差点→警察署前→市民病院前→荒尾高校（午後 2時
頃までに全員到着予定）
問荒尾高等学校　☎ 63-0384

高校１年生の女性に対し

子宮頸がん予防ワクチンの接種費用の全額助成を開始します

2 月 1 日（火）から、子宮頸がん予防ワクチンの接種費用を全額助
成します。これは法に基づかない任意接種です。また、接種には予
約と保護者の同意が必要です。
●助成対象者　市内に住民票がある高校１年生（平成 6 年 4 月 2 日
～平成 7年 4 月 1 日生まれ）の女性
●助成の期間　2月 1 日（火）～ 3月 31 日（木）
※この期間に接種を開始した人に限り、平成 24 年 3 月までに接種
する残りの接種費用も助成対象になります。
●標準的な接種方法と回数　1人 3 回
1 回目→ 2 回目（1回目から 1カ月後）→ 3回目（1回目から 6カ月後）

●接種するうえでの注意　子宮頸がん予防ワクチンは、個人の意志
で接種するものです。軽度から重度まで、副作用が起こる場合があ
ります。説明などをよく受けた上で、接種する人と保護者の判断で
接種してください。詳しくはお問い合わせください。
●接種委託医療機関

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

足達内科医院 ☎ 62-0278 田中良医院 ☎ 66-0666

あだち内科胃腸科クリニック ☎ 65-8500 田宮医院 ☎ 62-0017

荒尾クリニック ☎ 63-1166 ひらやま医院 ☎ 62-0665

荒尾市民病院 ☎ 63-1115 藤枝医院 ☎ 68-3232

いしかわ産婦人科 ☎ 68-5511 藤木医院 ☎ 68-0818

牛島内科医院 ☎ 64-2361 まつおレディースクリニック ☎ 66-3110

くどう小児科クリニック ☎ 64-5511 松山医院 ☎ 62-0418

こどもクリニック友枝 ☎ 65-8181 本里内科 ☎ 64-0556

坂田小児科医院 ☎ 62-0200 山田クリニック ☎ 62-7722

さとう総合内科クリニック ☎ 62-1273

※ワクチンは、子宮頸がんの原因となるウイルスのうち 2 つの型の感染を防ぐことが可能
ですが、効果は永続的ではなく、全ての原因ウイルスを防ぐことはできません。ワクチン
接種に加え、定期的に子宮がん検診を受けることが大切です。

★ 20 歳を過ぎたら子宮がん検診を受診し、大切な体を守りましょう。
問保健センター　☎ 63-1133

知っていますか？建退共制度
建退共（建設業退職金共済）制度は、

中小企業退職金共済法に基づき設立さ
れた、建設業界全体での退職金制度です。
●加入できる人　建設業を営む人
●対象　建設業の現場で働く人
●掛金　1人日額 310 円
※掛金は事業主負担ですが、法人は損
金、個人企業では必要経費として扱わ
れ、税法上全額非課税となります。
●特徴
・経営事項審査で加点評価の対象です
・掛金の一部を国が助成します
・事業主が変わっても退職金は企業間
を通算して計算されます
※詳しくはホームページ「建退共」で！
問建退共熊本支部　☎ 096-366-5111

交通遺児等育成資金貸与制度
●対象　自動車事故で死亡または重度
の後遺障害が残った人の子ども（中学
校卒業まで）で、保護者の生活状況が
一定条件に合致する人
●貸付金額など　対象者 1 人に対し、
貸付期間中月額 2万円　ほか
●利子と返還方法　無利子で、一括返
還または 20 年以内の均等割賦のどち
らか。高校・大学進学の場合、在学期
間は返還猶予も可。
●その他　自動車事故で脳・脊髄・胸
部臓器を損傷し重度の後遺障害を持
ち、常時または随時の介護が必要な人
に「介護料支給」の制度もあります。
問自動車事故対策機構熊本支所
　☎ 096-322-5229
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１
月
９
日
（
日
）
荒
尾
第
四
中
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
消
防
出
初
式
が
開

催
さ
れ
、
総
勢
400
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
小
雨
が
降
る
厳
し
い
寒
さ
の
中
で

行
わ
れ
た
通
常
点
検
、
機
械
器
具
点
検

で
は
、
前
畑
市
長
を
始
め
と
す
る
点
検

者
が
、
規
律
訓
練
な
ど
、
日
頃
の
取
り

組
み
の
成
果
を
採
点
し
ま
し
た
。

分
列
行
進
で
は
、
八
幡
元
気
づ
く

り
委
員
会
の
子
ど
も
消
防
団
の
可
愛

い
ゲ
ス
ト
も
加
わ
り
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
式
を
締
め
く
く
っ
た

放
水
演
習
で
は
、
爆
竹
の
音
と
と
も

に
天
に
向
か
っ
て
放
水
が
開
始
さ
れ
、

き
れ
い
な
放
物
線
が
描
か
れ
ま
し
た
。

今年も荒尾の安心・安全を守ります
～荒尾市消防出初式　開催～

ARAO City Town Topics
ま ち の 話 題

▲ 引きしまった表情で行進する消防団員のみなさん。今年も荒尾の安心・
安全を守る決意がにじんでいます。

舛添参議院議員、孫文ゆかりの地を視察
　～舛添要一参議院議員が来荒、日中友好を語る～

昨
年
12
月
20
日
（
月
）、
舛
添
要
一

参
議
院
議
員
が
荒
尾
を
訪
れ
、
宮
崎

兄
弟
の
生
家
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

舛
添
参
議
院
議
員
は
、
先
の
参
議

院
予
算
委
員
会
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
る
日
中
関
係
の
改
善
策
と

し
て
、
中
国
民
主
革
命
の
先
駆
者
・

孫
文
を
支
援
し
た
宮
崎
滔
天
を
紹
介

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
今

回
の
訪
問
が
実
現
し
ま
し
た
。

生
家
と
資
料
館
を
見
学
し
た
際
、

舛
添
議
員
は
、「
貴
重
な
資
料
で
す
ね
。

大
事
に
し
て
、
孫
文
と
宮
崎
滔
天
の

友
情
を
日
中
関
係
に
役
立
て
た
い
も

の
で
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。 ▲ 宮崎兄弟の生家施設内にある菩提樹の樹（手前）について、市長らから

説明を受け、興味深く見学する舛添議員。（右から 2 人目）

昨
年
12
月
21
日
（
火
）、
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
荒
尾
高
校
・
有
明
高
校
合

同
の
教
育
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
昨
年
夏
に
も
荒
尾
市
で

経
済
講
演
会
講
師
と
し
て
招
い
た
ク

ウ
ェ
イ
ト
三
井
物
産
有
限
会
社
取
締

役
社
長
の
山
根
正
司
さ
ん
で
、
演
題

は
「
世
界
に
羽
ば
た
く
諸
君
へ
」。

山
根
さ
ん
は
、
高
校
生
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
世

界
で
活
躍
す
る
人
材
に
な
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

両
校
の
生
徒
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

質
疑
応
答
に
も
盛
ん
に
挙
手
を
し
て

い
ま
し
た
。

荒尾から世界に羽ばたく人材になって
～荒尾高校・有明高校の合同教育講演会～

▲ 1= 講師の山根さん。2= 荒尾高校と有明高校の生徒の皆さん。講演をきっか
けに、両校の生徒の皆さんの可能性がさらに広がることを期待します。
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［教育秀都プロジェクト］


